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令和７年度の活動計画のご案内 

 

中部ミロク会計人会 

会長 山内今朝男 

 

中部ミロク会計人会の皆様におかれましては、日頃、会計人会の活動にご協力くださいまして心よ

り感謝申し上げます。 

さて、本年度は、会計と税務の電子化への進化が意外と早く進むことになるのではないでしょうか。 

携帯電話等の進化により、新聞やテレビに加えてＹｏｕＴｕｂｅ等の情報量は驚くほどです。情報発信が

自由なため、事実であるかを慎重に見極めなければ、誤った情報に基づき行動をしてしまう虞もあり

益々自己研鑽が重要であると考える次第です。こうした情報の電子化は、手軽なことから、会計と税

務における電子化も抵抗なく進化していくのではないかと想像する次第です。 

昨年の衆議院選挙の結果により、予算審議についても変化が起きているようです。税制改正の大

綱が昨年末に公表されましたが、取分け令和７年分からの所得税の改正には、関心を以って見守ると

ころです。我が国の税収増は、日本の経済の活性化の如何によることになります。我々の関与先であ

る中小企業の活性化も、日本を支える重要なポイントであり、万の相談役であることを肝に銘ずる次

第です。 

中部ミロク会計人会は、発足後５０年を迎えました。算盤に手書きの元帳・試算表からの業務の飛躍

と生産性の向上には目を見張るものがあります。その飛躍は、㈱ミロク情報サービスの会計税務のシ

ステムに加えて、会員相互の交流を支えたミロク会計人会が両輪となって切磋琢磨した結果、現在の

発展に繋がっております。その象徴でもある、全国統一研修会が今年度は広島にて開催されます。 

令和８年度には、５０回と言う節目の会を、中部会の地において開催する運びになっております。本

年の秋には、第一回目の準備委員会の開催を予定しており、全会員の協力を得て万全な体制で全国

からの会員を、お迎えしたいと思っております。具体的な情報は改めてご案内致します。 

会計人会の活動は、税法等の研修会の開催(研修委員会)、システムの改善要望等(システム開発委

員会)、システム等情報の活用方法のお知らせ（情報ネットワーク委員会）、「チャネル」・中部会の機関誌

である「日本のへそ中部通信」の発行(広報委員会)、ゴルフコンペの開催等（厚生委員会）、会務の取り

纏め(総務員会)と多岐に亘っております。また、ミロク会計人会のホームページには、連合会主催の

あらゆる情報と単位会の情報が掲載されております。ホームページの利用は、現在、限定的なようで

す。必要だと感じた者がアクセスすることになっております。ところが最近の情報伝達は、適宜新鮮な

情報が携帯電話等に届き、必要か不要かを判断するまでの状況になってきました。具体的には、ライ

ン等により情報を発信し、その情報の詳細は、必要に応じて個々の者が対応すると言うことになりま

す。こうした情報の提供方法の必要性について、会員の皆様のご意見等を賜り検討していきたいと考

えております。 

本年も、紙面により「日本のへそ・中部通信」を年度初めに中部会の機関誌として発信いたします。

初めに５地区会の会長挨拶、続いて各委員長からの挨拶と令和７年度の活動計画をご案内申し上げま

す。 

ミロク会計人会の目的は、個人の個性を最大限尊重しつつ、一人の力では実現できない事を会員の

力を結集することで実現することだと考える次第です。どうぞ一人でも多くの方にお声をかけて頂き

仲間を増やし、我が会員の顧問先の発展に寄与しようではありませんか。 

本年もどうぞ宜しくお願い申し上げます。 
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静岡地区会からのご挨拶 

 

静岡地区会 

地区会長 長尾仁 

 

 今年の冬は、天候不順で一日の寒暖差が厳しく大変でした。これと同様、今年の景気は見通しが良い

のか・悪いのか、判断がしかねる、というのが現状だと思います。 

 

私たちの「税」を取り巻く環境もまた、AI がどこまでやるのか・何がどう変わるのか、混沌としてい

ます。こうゆう時こそ、研修と情報の共有が大切だと思います。 

 

静岡地区会は、横のつながりは大変いいと思っています。この良さを生かして、情報の共有と例年

通りの 6 回の研修に力を入れていきたいと思います。 

それと、浜松営業所ができて１年たち、西部ではミロク情報サービス（以下ＭＪＳと言う）をとても近

くに感じています。ＭＪＳからの情報は欠かせないものになっています。 

いずれにせよ静岡地区会では、今まで通りの会員みなが楽しく・気楽に集まれる会を目指してやっ

ていきたいと思います。 

 

ところで来年は、全国大会開催（中部会）の年になります。 

気持ちのこもったおもてなしが出来るように協力していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地区会ゴルフ大会のお知らせ
  

 

【開催日時】 2025 年７月 11 日（金） 

【開催場所】 伊豆大仁カントリークラブ  

【住所住所】 静岡県伊豆の国市浮橋１１９８ 
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令和７年度の活動方針について 

 
愛知西部地区会 

地区会長 寺澤克佳 

 

令和５年５月に新型コロナウイルスが感染症法上の２類５類に変更され、新型コロナウイルスによる

パンデミックがやっと終息を迎えようとしましたが、我々の実務においては、令和５年のインボイス導

入、令和６年の定額減税と新しい制度が次々と制定されて、それらの制度の内容を充分に理解をし、

対応することを余儀なくされています。令和６年の日本全体のコメ不足の問題、物価高により実質賃

金の目減りから、賃金引き上げの機運が高まっていますが、一方で、個人住民税が発生する 100 万

円、配偶者控除・扶養控除の適用にかかわる１０３万円、国民年金・国民健康保険の支払い義務が生じ

る１３０万円、配偶者特別控除の適用が０円になる２０１万円のそれぞれの壁について、大詰めの国会

において審議がなされています。 

 

令和７年は、所得税・社会保険に関する制度の変更によっては、関与先企業の従業員の配偶者控除・

扶養控除の適用に関して、早めに顧問先に制度の変更点を連絡し、扶養控除等申告書の確認をしなけ

ればならなくなることも考えられます。 

また、我々の関与先である中小・零細事業者に目を向けると、最近の物価高によるコストアップを吸

収できるだけの収益力の増加ができている、あるいは見込まれる企業が少ないのではないかと思わ

れます。それらの関与先に対して経営相談が増えることが予想されます。 

今後は、従来型の税務・会計処理だけでなく、企業に寄り添った指導力が求められるかと思ってい

ます。西部地区会において、会員の先生方と知恵を出し合って、これから増えるであろうと思われる

諸問題に対応していかなければならない、と感じている次第です。 

 

地区会の会員事務所の所長先生だけでなく、職員の方々に対しても様々な有益となる情報を発信

して、会員事務所の発展につなげたいと思います。 

そのために、ミロク情報サービスと手を携えて、様々な問題に対処していく所存ですので、今後と

も皆様方のお力をお貸しいただけますように、よろしくお願いします。 
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ミロク会計人会中部会東部地区会の方針 

―興味の湧く研修をあなたにー 

 

愛知東部地区会 

地区会長 永谷文人 

 

今年度も引き続き次の 3 つを基本に活動を進めてまいります。 

 

Ⅰ、組織率の維持向上 

    現在６０％あまりの組織率です。 

今後、一人でも多くの MJS ユーザーにミロク会計人会のことを知ってもらい、会に加入してい 

ただくよう、会員各位の情報提供・会への加入勧奨等、ご協力お願いいたします。 

私も、努力いたします。 

 

Ⅱ、研修会の充実と参加率の向上 

    従来にも増して、集合研修・WEB 研修の両方の充実を図り、興味のある・実務に即した研修を

おこないます。 

また、東部会独自に研修会も実施します。 

 

Ⅲ、会員相互の交流 

    何らかの形で、東部会所属の会計人会会員相互の交流行事を行いたいと思います。 

なにとぞ、ご理解ご協力のほどお願いいたします。頑張ります。 
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岐阜地区会 令和７年度の活動について 

 

岐阜地区会 

地区会長 高橋和宏 

 

中部ミロク会計人会 岐阜地区会の会員の皆様には、日頃から会の活動についてご協力いただき感

謝申し上げます。 

 

世の中を見渡すと、様々な分野でのデジタル化や、DX（デジタルトランスフォーメーション）が加速

度的に浸透しており、重要性が高まっていることをひしひしと感じます。 

税務行政の DX もどんどん進められ、最近では税務調査に AI が活用されて成果を上げているとい

うことも聞きます。 

私たち、税理士、会計人もこれらの流れに遅れることなく対応し、中小企業の伴奏者として先頭を切

って推進していくべきだと思います。 

 

岐阜地区会として、このような流れの中で、少しでも会員の皆様の税務リテラシーの向上と事務所

の DX 化にお役に立つ活動をしていきたいと思います。 

従来の税務関係のテーマに加えて、業務での DX 化に役立つテーマでの研修や情報交換の場を設

けることができればよいと思います。 

また、デジタルの反対の側面であるアナログも大切にして、リアルでの会員間の交流、懇親も行なっ

ていきたいと思います。 

 

また、岐阜地区会はこれまで岐阜地区での活動が中心で、飛騨、東濃地区などの遠方の会員との交

流がなかなかできませんでした。これも何らかの形で交流の機会ができればと考えております。 

 

最後に、これらの活動には若い会員方のご協力も欠かせないものです。若い会員の皆様に積極的に

参加していただける場をつくり、また、新規会員の増強にも努めていきたいと思います。 

 

本年度もどうぞよろしくお願い申し上げます。 
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ミロクソフトシステムへの期待 

 

三重地区会 

地区会長 前田茂也 

三重地区会計人会の会員の皆様には、日頃から会計人会の活動に対しまして、ご理解とご協力を賜

り感謝申し上げます。 

 

さて、所得税確定申告の繫忙期が終了し一息ついたところですが、本年は定額減税の実施に翻弄さ

れ、来年度も「年収１０３万円の壁」の改正の対応に追われそうな日々が予想されています。 

税法の改正は毎年のことですが、今回の定額減税は実務者にとって複雑で理解に苦しむようなよう

なところもあったことから、「年収１０３万円の壁」の改正ではもっと簡素で、実施に当たっては関係機

関に多大な事務負担を強いることがないよう配慮を期待します。 

 

昨今、上場企業は最高益が続いているとの報道がされているが、我々の顧客の大半を占める中小

企業者は、一部インバウンドによるサービス業に明るい兆しはみられるが、大半の業者は、燃料費はも

ちろん諸物価の高騰等の影響が例年にも増して拡大しており、コスト要因を売り上げに転嫁できずに

いる。 

また、インボイス制度の導入、電子データの保存の義務化への対応等は、我々税理士はもちろん顧

客である中小企業者にとっても、多大な事務負担を招いています。 

対策として、クライアントに対して個々の経営状況の把握に努め、事務の効率化をはじめとして、金融

機関からの融資、各種補助金・助成金等の申請手続きの支援においても対応してきましたが、今後に

おいても、経営内容に応じたよりきめ細やかなサービスを提供すべきと感じています。 

 

所得税の確定申告書作成においては、健康保険と後期高齢者・市民税との関係において配当所得

を分離か総合いずれか選択で税負担への影響が異なるときの判断、ふるさと納税の資料の入力事務

省力化等効率化の面で AI―OCR へのなどの活用をはじめとしたミロクシステムのソフトに期待する

ところは大きく、ミロク会計人の会員として、微力ながらも問題点の指摘をはじめとして尽力してい

きたい。 

 

私こと、三重地区会長に就任して十数年となるが、聴力・視力・記憶力・気力・運動能力等々において

衰え？を感じており会長職の辞職を考えております。後任には、若くて才気あふれるすばらしい人を

推薦しますので、私同様にご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 
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総務委員会からのお知らせ 

 

総務委員会 
委員長 浅野隆士 

 

令和 7 年度の活動計画をご案内致します。 

総務員会は、中部ミロク会計人(以下、本会と言う)と各地区会の連絡また各委員会の会議などの調整

を行っております。 

令和7年度の本会および地区会、ならびに委員会のスケジュール一覧は以下の通りです。是非ご利用

くださいますようお願い申し上げます。 
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連合会の活動報告 

ミロク会計人会連合会は、会計人会の会員増強を目指し以下の２点を実施しました。 

【1】会員増強小委員会を立ち上げ、その方策と成果を考案 

昨年「AI-OCR 入力」の製品が発売されました。 

その普及策として、ミロク情報サービスとの共同企画にて、 

会員限定の抽選による[スキャナー100 台プレセント]を実施し、システムの使い勝手を向上させ

るために、当選された方々にはレポートをお願いし、製品機能アップを目指しました。 

また、抽選に外れた方向けに、その後、特別販売をおこないました。 

   以上のことより、 

更に使い勝手のよい製品を発表することで、おのずと会員増強に繋がると考えております。 

 

【2】MＭＡＰの引用 

   従前は、顧問先のＭ＆Ａを主体に事業承継問題に取り組んできました。 

   2025 年問題は深刻で、団塊の世代が 75 歳以上となり、６５歳以上の高齢化率はおよそ 30％ 

になります 

関与先のみならず会計事務所も同様で、税制改正による事務処理量の増大により、高齢化した 

事務所もその対応に苦慮しています。 

   事務所の世代交代を視野に入れた事業承継が肝要であり、統合引継ぎが求められています。 

そこで、連合会は会員事務所のスムーズな継承を目指し、ＭＭＡＰの活用を提言しました。 

    

 

総務委員会では、会計事務所の継続的繁栄を目指し今年度も活動いたします。 
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広報委員会からのお知らせ 

 

広報委員会 

副委員長 青島和伸 

 

広報委員会では、中部会通信「日本のへそ」の編集とミロク会計人会のホームページの監修を 

しています。ホームページについては、利便性向上とサイト強化を目的に随時更新しています。 

 

 

令和７年度の連合会としての活動予定は、全体会議を年４回開催し、ＣＨＡＮＮＥＬとホームページ 

の小委員会も同時開催予定です。 

 

【重点施策】 

(1)「月間税理士事務所ＣＨＡＮＮＥＬ」について 

   税制やビジネストレンドなどの有益な情報提供と各単位会の地域の文化や経済などの情報 

発信を通じて単位会の発展と会員サービスを行う。 

(2)「ホームページ」について 

   即時性のある情報提供や研修委員会と連携したオンデマンドセミナーの利便性向上も進める。 

 

会員の皆様への情報提供について、日本のへその発行方法や回数、またＬＩＮＥなどを利用した 

新たな情報発信も今後検討していきます。 

 

 

 

 

昨年開催しました、 

「第４８回全国統一研修会 東京大会」の模様も、２０２５年９月３０日まで公開中！【会員限定】 

また、第一分科会は視聴と資料のダウンロードが可能です。是非ご覧ください。 

 

 

＜会計人会ホームページ／トップ画面抜粋＞ 
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ミロク会計人会のホームページのトップ画面下部に、以下のコンテンツが追加されました！ 

ぜひ、動画をご覧ください。（ https://www.mirokukai.ne.jp/ ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の QR コードを、 

携帯のカメラで 

読み取りいただくと、 

ミロク会計人会の 

ホームページ画面に 

移行します！ 
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研修委員会について 

 

研修委員会 

委員長 加藤芳和 

 

中部会の研修委員長を仰せつかっている、加藤芳和 と申します。 

よろしくお願い申し上げます。 

研修委員会の活動について報告させていただきます。 

 

ミロク会計人会は、北は北海道から南は沖縄までの全国を 11 の単位会に分け、それぞれの単位会

の研修委員長が研修委員として、ミロク会計人会連合会の研修委員会を構成しています。まず、連合

会の研修委員会についてどのような活動をしているかをお知らせします。 

 

連合会の研修委員会においては、主に会計事務所の職員様向けに会計、税法の基礎知識を会得し

ていただくためのオンデマンドセミナーを企画・立案して、内容を専用のスタジオで録画をして配信し

ています。どのようなセミナーがあるかは、ACELINK ＮＸ-Pro のメニュー画面の下部にある「おす

すめ情報（ミロク会計人会）」のタブから「オンデマンドセミナー」を選択して、どのような内容の講座が

あるかを確認してください。 

 

講師は、各単位会の研修委員長である研修委員の先生方にお願いをして撮影をしています。さらに、

ＭＪＳのシンクタンクである「税経システム研究所」の客員研究員をされている中島孝一先生にお願い

をして、相続税・贈与税の講師をしていただいています。 

このセミナーは録画時期が少し古くなってしまっているものもありますので、法律の改正等に合わ

せて、随時新しい内容のものに更新をしています。そのため、どの内容をいつ更新するかを連合会の

研修委員会において議論をし、年間数本を入れ替えていく予定です。 

 

次に、中部会における研修委員会の構成についてですが、中部会は愛知西部地区会・愛知東部地区

会・岐阜地区会・三重地区会・静岡地区会の各地区会があり、それぞれの地区会に研修委員の先生が

います。各地区会の５名の会員によって研修委員会を構成しています。 

主な活動は、税理士会の研修細則に定められている３６時間以上の認定研修を受講できるよう、毎

年２月に集まって、年間の研修テーマを決定することです。研修テーマは、上記の「税経システム研究

所」の先生方の講演テーマから年間２０回ほどの講座を選択しています。（今年度は 23 回） 

 

研修委員会の活動を述べさせていただきましたが、連合会の研修委員会では、会計事務所の職員

のスキルアップを目的として、税務・会計の解説のほか、システムの活用も含めた研修講座を作成する

ために、様々な議論をしています。 

 

研修講座が、先生方や職員の方々のためを思って研修委員がいろいろと議論をしても、受け止める

方のニーズに合わなければいけませんので、会員の先生方、事務所職員の方の率直な要望がありまし

たら、認定研修の際のアンケートに記載していただくか、事務局までご連絡をお願いします。 
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中部ミロク会計人会の LIVE 型研修会一覧 
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システム開発委員会からのお知らせ 

 

システム開発委員会 

委員長 松本圭市 

 

令和 7 年度の活動方針は前年に引き続き「顧問先企業へのマネジメントビスの普及を活発に行い、会

員事務所と顧問先企業の経営発展に寄与するためのシステム開発に積極的に参画する。である。 

 

重点目標は下記の 2 点 

(1) 各単位会のシステム開発委員会を通じて寄せられたシステム改善要望や新しいシステム構築

に関する要望を集約検討し、株式会社ミロク情報サービスに提案する。 

(2) 株式会社ミロク情報サービスの開発する新システムに対する検討を行うと共に、会員事務所

及び顧問先企業に有用なシステムの提案を行う。 

 

私自身の反省としては、中部会はもとより各地区会内でのシステム開発委員会の活動を積極的に展

開できなかった点である。広く会員全般にシステム改善要望を募ることのみにとどまってしまった。 

 

さて、令和 7 年度の連合会の活動予定は、全体委員会を年間 4 回開催し、さらにニーズに合わせた小

委員会を 3 チームを結成して年間 7 回程度の開催を予定している。 

 

やはり特筆すべきはAI-OCRのリリースが出来たことです。通帳の読み込みに加え、ふるさと納税証

明書、医療費領収書、生命保険料所得控除証明書など、読み取り可能帳票が格段に増えたことです。 

もちろん、一部誤読があったり、読み込みスピードが遅かったりとまだまだ改良の余地はあります。今

後は読み取り可能帳票の拡充を図りながら会員ニーズに応えていきます。 

 

また、皆様がお使いの ACELINK NX-Pro は、日々改良がされています。 

システム開発委員会では、それを半年ごとに取りまとめて会計人会ホームページに掲載しております。 

引き続きの改善要望の投稿含めてご活用頂ければ幸いです。 

 

 

 

 

 

会計人会ホームページのトップページ 

「会員の部屋」をクリック 

→ ID とパスワードを入力してログイン 

→ 会員向け情報 

 

 

 

 


 携帯からご確認いただけます 
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情報ネットワーク委員会からのお知らせ 

 

情報ネットワーク委員会 

委員長 神谷研 

 

今話題の AI-OCR 入力についてご紹介します。 

 

【Ⅰ】AI-OCR 入力を仕訳入力に活用する！ 

 

★AI-OCR 入力は仕訳自動化ツールのひとつです。 

AI-OCR 入力は、スキャナと連携して ACELINK NX-Pro で行う会計処理を自動化するツール 

です。ACELINK NX-Pro の画面をイメージすると下記のとおりになります。 

（注）仕訳自動化ツールには、AI-OCR 入力、AI 仕訳並びに CSV 明細取込があります。 
 
 

～スキャンした証憑を、画像解析と自動仕訳をして、仕訳として取込みます～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

★誰でも使える AI-OCR 入力には、7 つのポイントがあります。 

 
1. 使い慣れた画面！ 

使いなれた会計大将の仕訳入力画面と同じ画面構成で、常と同じ操作方法による入力となり 
違和感なく利用できます。 
 

2. 使い慣れた処理スピード 
会計大将の仕訳入力と同じ画面構成のため、操作スピードも同じスピード感で利用できます。 
 

3. 導入準備は不要 
通常利用している会計大将内で AI-OCR が稼働して完結するため、導入準備は不要です。 

 

 
 

- 14 -



4. 解析画面と仕訳入力画面を並列配置！ 
解析した証憑を見ながら仕訳入力画面で入力・確認ができます。 
 

5. 処理ステップ削減 
解析と同時に仕訳を作成するため、処理ステップが削減され、スピーディーに仕訳作成でき 
ます。 
 

6. 不明勘定自動セット！ 
解析時に科目が不明な場合、不明勘定が自動セットされますので、簿記に不慣れな方でも利 
用が可能です。仕訳取込後に正しい勘定科目に訂正できます。そして、その正しい勘定科目 
情報を AI が学習して、次回以降の自動仕訳に反映されていきます。 
 

7. 仕訳入力画面へかんたん連携！ 
仕訳連携ボタンひとつで AI-OCR 画面で生成した仕訳を簡単に連携します。  

 

 

 

★AI-OCR 入力の処理フローを示すと下記のとおりになります。 
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【Ⅱ】 AI-OCR 入力の機能アップの状況 

 

AI-OCR 入力が 2024 年 12 月までに機能アップされた主な内容を整理すると、 

下記リストのとおりです｡ 

 

 

 

No 項目 機能アップ内容 効果 

証憑 

解析 

マルチ 
ピクチャー 

画像内の複数レシートや領収書 
を分割 

複合機などでまとめてスキャンした画像や
PDF を取り込むことが可能です。 PDF 全ペ

ージ OCR 
複数ページ PDF は 
全ページ OCR 

画像

解析

自動

仕訳 

ファイル 
重複 
チェック 

過去取込済みファイルと同じ 
名称のファイル名をチェックし 
アラート 

ファイルの重複取り込みを防止します。 

二重計上 
防止 
チェック 

過去取込済みの仕訳日付・金額 
から重複有無をチェックする 

日付・金額から二重計上を防止します。 

外税 
レシート 

外税レシートを判別 
対応可能なパターンを増やし、AI-OCR 入力
による記帳効率化を支援します。 

事業者 
区分 

登録番号が読み取れなかった 
場合、免税事業者とする 

解析できなかった場合は、空欄としていまし
たが、一旦、免税事業者として仕訳を作成しま
す。仕訳自動作成を強化し、AI-OCR 入力に
よる記帳効率化を支援します。 

不明勘定 
仕訳辞書がなくても「不明勘定」
を自動セット＆仕訳取込 

業務分担や、仕訳取込後にまとめて修正を行
う運用を可能にします。 

クレジット
明細対応 

クレジットカード明細の 
解析取込みに対応 

解析帳票を追加し、AI-OCR 入力による記帳
効率化を支援します。 

仕訳

補完 

訂正 

クレジット

明細仕訳 

日付変換 

区分 

クレジット明細から作成する 

仕訳明細の日付を利用日か 

引落日か選択が可能 

仕訳日付をクレジット明細の利用日をセットす

るか引落日をセットするか選択できるので、効

率的に仕訳作成をすることができます。 

項目修正 【項目修正】に対応 
利便性を向上し、AI-OCR 入力による記帳効

率化を支援します。 

仕訳一括 

削除 
作成した仕訳を一括削除 

利便性を向上し、AI-OCR 入力による記帳効

率化を支援します。 

仕訳辞書 

インポート 

AI 仕訳の辞書を AI-OCR 

入力用にインポートする 

オンプレ版 AI-OCR 入力の初回利用時から

クラウド版 AI-OCR で作成した辞書を取り込

み利用することができます。 

課金

変更 

通帳課金 

単位変更 

通帳の利用料金を 

「1 行 10 円」から「1 ページ 

10 円」に価格改定 

従量課金利用料金の価格が実質値下げとなり

ます。 
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定期総会記念ゴルフ大会のご案内 

 

厚生委員会 

委員長 岩上春満 

 

今年度の定期総会記念ゴルフ大会は、 

愛知県豊田市にあります「中京ゴルフ倶楽部 石野コース」にて開催します。 

MJS ユーザーのお知り合いの方同士の同組希望も受付可能です。 

是非、ご自由に‼ お気軽に‼ ご参加ください。 
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全国統一研修会のご案内 

 

ミロク会計人会連合会の全国統一研修会についてお知らせいたします。 

全国を 11 単位会に区分けし、北は北海道から南は沖縄までの各地において毎年 10 月～11 月の間

に、開催されています。 

令和 7 年は中国会が担当をつとめ、10 月 9 日（木）に開催される予定です。 

当日のスケジュールは、式典・基調講演・３種類の分科会・懇親会となっています。 

翌日以降は、ゴルフ大会と記念旅行等、楽しい行事が盛りだくさんです。 

中部会からも毎年大勢の方々が参加し、勉強と懇親と仲間同士の友情を育んでいます。 

当会では旅費交通費補助の予算を計上しておりますので、是非スケジュール調整の上、ご参加くださ

いますようご案内申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

大会開催日程                                                          

大 会 当 日：  令和 7 年 10 月 09 日（木） 

懇親ゴルフ大会：  令和 7 年 10 月 10 日（金） 

記 念 旅 行：  令和 7 年 10 月 10 日（金）～12 日（日） 

 

大会会場                                                             

グランドプリンスホテル広島  

〒734-8543 広島県広島市南区元宇品町 23-1 

☎. 082-256-1111 

 

懇親ゴルフ大会 開催ゴルフ場（予定）                                           

広島カンツリー倶楽部 八本松コース 

〒739-0151 広島県東広島市八本松町原 11083-1 

                  ☎．082-429-0511（代表） 
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